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1.望ましい算数科授業とめあて

授業の内容が,算数科のねらいに照らして意義深いものであって,しかも,一人ひとりの子ども

達が意欲をもって学習していくような授業を考えることは,望ましい算数科の授業を創りだすこと

たっながる。子ども達が意欲を持って学習していくためには,何を求めて,何のためにという目的

意識,めあて意識が必要である。

富山大学教授三塚正臣氏は,新しい算数研究(1984,NO,161)で,次のように述べておられる。

『～子どもの思考活動をふりかえってみると,いろいろ試行錯誤をぐりかえしながら考え,いろ

いろ工夫しながら解決した内容は,児童が自ら発見し,こ獲得したものである。自分でつくり,自分

で発見した新しい知識は,教育にとっては価値のあることである。それは,「数学的活動」そのもの

である。数学的活動にはすぐれた思考活動が要求されるが,課題のないところには,数学的思考は

働かない。課題こそ,数学的思考活動を誘発する原動力である。思考は,何らかの形で,課題解決

を要求するが,このような状況に当面して,、探索がおこなわれ思考が機能する。ごう考えていくと,

算数の学習活動において,課題を意識し,学習への動機づけをはかることが必要である云～』

算数科の授業の中で,子ども達が発見する事柄の多くは,ほとんど解決された問題の確認である。

しかし,それを,新鮮な感覚でとらえさせ,解決への意欲化を図らせるところに算数科としての教

育的意義がある。より望ましい算数科の授業づくりとして,三塚氏は,課題こそ原動力だと説いて

おられる。異議はない。ただ,指導のねらいに対する教師の意識と主体的に学習しようとする子ど

もの意識を考えたとき,子ども達にとっては,課題というより学習のめあてというほうが適切であ

ろう。`従って,望ましい算数科授業を創造していくキめには,学習のめあての内容,ゆあてづくり

の場の構成等が大事な要件となってくる。

2.算数科授業におけるめあての条件

より望ましい算数科学習のめあて一については,よい課題,よい問題等について発表されている多

くの文献を参考にしながら,次の6つの条件を設定した。

(1)子ども達にとって,興味・関心があるか。

学習に対しては,子ども達の意欲を重視しなければならない。興味も関心も湧かないような

内容は,子ども達にとって,当然,学習のめあてとして意識することはできないだろうし,学
一

習への効果も期待できない。「こんな.ことをしてみたい。」「こんなときどうなるんだろう。」な

どと子どもの意識が働くようなものが望ましい。

(2)子ども達の実生活に関連があるか。

学習のめあては,'・すべて生活に直結したものでなければならないと考えているのではない。

また,子ども達の具体的な生活に直結していてはいけないというのでもない。学習のめあてが

子ども達の生活・学習経験となんらかの形で関連していれば,めあてづくりに対しても,めあ

てに向かって学習していく姿にも,親しみやすさが感じられる。親しみやすさは,考える糸口

に効果的で,子ども達すべてに浸透しやすい。このようなめあてであれば,取り組む姿勢も意

欲的で,主体的になりやすい。
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(3)数学的な考え方が養われるか。

学習指導要領における璋数科の目標にもあるように,、数理的にとらえ,筋道を立てて考え,

処理する能力と態度の育成が強調されている。学習のめあてづくりにおいて,この面から検討

を加えることは,至極く当然のことである。その際,数学的な考え方の論議を重視するより,

算数科の授業の中で,よく用いられる考え方,手法に照らして検討することが有益であろう。

数学的な考え方は,とかく,抽象的になりやすいからである。

(4)解決方法や解決水準が多様であるか。

めあてには,できるだけ多くの解決方法を含んだものが望阜しい。一斉授業を想定した際,

・・多くの方法があればある程,▼子ども達にとって,思考活軌が豊かになり・,一つの考えから他の

方法への発展も容易になりやすいからである。また,解決水準が多様であることは,算数に対

する定着のよい子どもや問題な子ども,興味をもっている子どもやそうでな.い子ども,すべて

に取り組みやすさと追究の事びを味わわせる手とが可能になってくる.。

(5)発展的なめあてづくりができるカ、。

授業は,一連続的なものである。同様に,学習も連続していかなければならない。一つのめあ

て・に対して,チビも達が解決し奇書びを味わうと同時に,「まてよ,.こんなときはiど.うなるん

′-だろう。」「ここをかえたらどうだろう。」など車,一次タ,に思考が発展していけるよう・なものが望

.まれる。子どもの意識の流れと指導者の描くねらいを加味した教材研究が重要になる。

(6)、基礎的な知識や技能.を身につけることができるか。

算数の授業では,題礎的な知識や技能を身につける過程において,数学的な考え方が育てら

れる。従って,学習した基礎的な知識や技能は,確実に,_.子ども達のもの・にならなければなら

ないい理解させること,できるよう▼に・させることを疎かにしない授業づく.りが大切である。

(本田　積)

3.実践例

′(1「個々の吟あてを大切にし卑図形の指導-_(2年)

①　個々のゆあてを生かす指導

私達が授業をするとき,指導のねらいをもつ。そ_のねらいに迫る活動のきっかけとなる学

習課題が,児童にとって,「与えられてしかたなく取り組む学習課題」としてあるのではな

く,「自らのめあてとして意識し,主体的に取り組んでいくような学習課題」としてみるのが

望ましい占

そこで,私達は,教師のもつねらいを「児童自らがも?めあてへと変換していく卑こ勘,ど

うすればよいかということに腐心する。たとえ梯正方形の性質に気づかせるというねらい

に迫る.ために,「ま′しかくFについて調べ1よう」と投げかけるのではをく・,「折り紙をして遊び

、ましょう」′という場面を設・定するなどが,その例である、。

このような努力をすることⅠは,きわめて大切なことである。-

しかし,すべての授業を,このような形で指導しようとすると,ムそこ.には舞哩が生じる場

合がある。

そこで,・学習課題は,教師から与えられたものであって皐,児華が意欲的に取り組めるよ

、う・な工夫をしたり,一その課題に取り組んでいく一過程で自らがもつめあて_(おや、しいな?ど

うしてだろ?∴考えてみたい.′)を,大1卯こ取り扱?たりしていくことも,,きわめて大切な

手とである。平素の授業では,後者の場合も多くあることと考えられる。

本事例は,このような考えから取り上げたものである。
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②　本事例の位置づけ

本事例は,単元「長方形と正方形」(8時間扱い)の指導の,第1時である。指導計画は次

の通り。

第一次　　長方形,正方形,直角について理解させる。　………5時間

○性質　○用語　○作図　○模様作り

第二次　　直角三角形について理解させる。

○性質　○用語　○仲間分け

第三次　　まとめと練習…‥…‥‥‥……・…

………2時間

1時間

③　授業の実際

Tl l年生の時に習った「さんかく」や「しかく」は,2年生になってから,こんな形と

ことばではっきり説明できるようになりましたね。それで,「三角形」,「四角形」という

算数らしいことばもお勉強しました。1年生の時に習った形で,まだ調べていない形に

は,どんな形があるかな?

C2　ひし形

C3　　まる

C4　長しかく

C5　　ましかく 豊「
C6　　長まる

T7　(C2～C6を板書した後)いろいろな形がまだありますね。それでは,これからこの中

の「ましかく」と「長しかく」について,・どんな形といえるか,2年生らしく調べてい

きましょう。

「ましかく」と「長しかく」の画用紙を黒板に貼付するム-

T8　まず,「ましかく」と「長しかく」について,両方にいえることや,「ましかく」と「長

しかく」とのちがいについて話しあってみましょう。

C9　「ましかく」も「長しかく」も,4本の直線で囲まれています。

TlO　4本の直線を,もっと算数らしくいうと?　　　　国

Cll　両方とも4つの辺で囲まれています。

C12　両方とも,かどが4つある。

C13　項点は,4つずつあります。
□[≡11

Cl。「ましかく」は,辺の長さがみな同じで,「長しかくは」,こことここ(前に出て示し

ながら)が同じです。

C15　むかいあっている辺が同じ長さといえばいいよ。

C16　こうなっているところ(と言いながら,右手で図①のように示す)が同じです。

-黒板に鮎付している画用紙に　図②のように印をつけながら

T17　今,C君が発表したことを,この形で確かめてみますよ。こことここの形は,同じで

すか?

C"　はい。

T18　では,こことここは,同じ形ですか?(図③)

C乃　まわしたら同じ。

T19　このままでは,同じでは,ないのですか?

-子ども達は,きょとんとしている。
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位置にのみ目が向いて,形そのものに着目していないようであった。

T去。1°では,・こことここ　-(図④)を切って,..重ねてみ'よう。

-図④のように切って,ぴったり重ねてみせる。

・子ども達はまわ、さな{ても同じ形であること・を納得す

る。　　　　　　　　　,.　　　　　　　　　-

そこで,「ましかく」,「長しかく」の紙をわたし,4つ

のかどの形を比べさせる。　　ニ

T21　かどの形について,どういえばよいですか。、・

C22　「ましかく」も,「長しかく」も,かどの形がみな同じ。

T23　そうですね。このようなかどの形は,わたしたちの身のまわりには,たくさんありま

すね。　　　　　,

一一一一一一一一⊥ここでi教室の中にある」の形をさがぎせた後,用語「直角」-を指導した。

tそして角の形は言みな直角とまとめた。詳しくは,省略..

T24　ほかに,「ましかく」と「長しかく」で,同じところや∴ちがっているところは,あり

ますか?

C25　どちらも,折ってみると中心があります。

:C26　中心があるように折ったら,長しかくは,四角

形が4づできるけど,ましかくは,三角形が4つ

~…せきます。(図⑤)

C27、四角形に折った時には,・「ま1しかく」も「長しか

く・」も,.中心が決まうります。(図⑥)でも,三角形

に折った時には,「ましかく」は中心が決まるけ

ど,「長しか-く」-は中心が決まりませんこ

T去8・_・、「長しかく」、は,ノ三角形に折ったのでは,・中心

が決まらないかなあ?

-といいながら,ノ・西洋紙を取り.出して,、図⑦のよ

うな折り方をして見せようかと思っていたとこ
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ろへC25の発言をした児童が声をあげた。・二一

できるよ。(といって,図⑧のように折ったものを見せる。)

▼　でも,三角形りト

に折っ二ていない

よ。四角形じゃ。

T31　C29さん,よく考えま

こ~したね。それでは,四角形
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に折るとか三角形に折るとかいわないで,:もっと、ほかのいい方はできませんか?・

,-しばらく沈黙が続いたので,・教師が次の発間をした。

T32　先ほどのCさんの折り方は,どことどこをぴったり合わせて折るといえばいいかな?

C乃　項点と項点。

T。。一それでは,この折り方は,どことどこをぴったり合わせて祈る一といえばいいかな?

図
⑨

ー65　-



C.乃　辺と辺

C34　これも,項点と項点をあわせてるよ。

C35　Cさんのは,向かいあった項点と項点をぴったり合わせて折っているけど,今のは,

となり合った項点と痛点をぴったり合わせています。

T36　向かい合っている辺と辺をぴったり合わせるということは,となりどうしの項点と項

点をぴったり合わせるということと,同じなんだね。

これまでの話し合いをまとめたり,児童の発言をほめたりして,本時を終わった。

時間がなかったため,用語「長方形」,「正方形」の導入は,次時にまわすことにした。

⑥　授業の考察

ア.「もたされためあて」と,「自らもつめあて」

本時の学習課題を,端的に表すと下のようになる。

「ましかく」と「長しかく」で,どちらでもいえることは,どんなことですか

また,「ましかく」と「長しかく」で,ちがっていることは,どんなことですか」

子ども達は,これまでに,三角形,四角形について,辺や項点に着目して特徴をとらえ,

ことばではっきり定義してきている。その経験があるから,漠然と形を認めていた「まし

かく」や「_長しかく」についても,辺や項点に着目して,ことばを用いて特徴を説明でき

そうだという期待感がある。各自が,共通点や相異点を考え始める。車事例の場合,-一応,

めあて意識をもったと考えてよいであろう。

これは,教師が子ども達に「もたせためあて」であり,子ども達にとってみれば,「もた

されためあて」ということになろう。「もたされためあて」であっても,子ども達が意欲的

に取り組もうとした時には,「自らもつめあて」と大差ないと考えてよいであろう。

今,述べてきたような「めあて意識」は,学習活動の初めに位置するものである。

一方,これとは別に,学習活動の途中で,「子ども達が自らもつめあて」が存在すること

を見逃してはならない。それは,ある子どもの発言や,考えに対して,「どうしてだろ

う?」,「何がいいたいのだろう?」,「それはおかしいと思う」などの考えを,もったとき

に生じる。

本事例の場合をみてみよう。上のような問題提示に対して,下のような反応が見られた。

C 2号 どちらも, 折 ってみると中心があ ります。

これに,触発されて,次のような気づきが発表された。

C27　………。でも,三角形に折った時には,「ましかく」は中心が決まるけどり

「長しかく」は中心が決まりません。

そこで,C25の発言をした子どもが,「三角形に折っても中心が決まるのではないかな」

と,考え`て,図⑧のような折り方に気づいたわけである。これは,「自らもつめあて」に取

り組んだと考えてよい。その結果,図⑲のような,向かいあった項点を合わせる折り方が,

「長しかく」にもできないかと考えたわけで,すぐれて数学的な考え方を働かせていると
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いえる0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図

このように,学習の途中において,子ども達が疑問に思った　⑲

時や,納得のいかないことがあった時,-その子なりに,「自らも

つめあて」が生じる。その「自らもつめあて」は,その子ども

をして,`何とかして解決してみようと、いう思いに走らせる。その結果,学習が深まり,豊

かになっていく。「自らもつめあて」への取り組みを★　大切に扱うことは,その子どもの考

えを生かすことでもある。

ィ.・「かどの形」のとら1え方

C16の発言をした児童に,自分の言いたいことをもっと具体的に,自分の口で,説明させ

るべきであったと反省している。

図③のような,2つのかどの形について,.子ども達は「まわしたら同じ」と答えている。

「このままでは,同じではないのですか」と開いても∴き・よとんとしている。

そして,教師が図④のよう・に切りとって重ねると,初めて子ども達は「かどの形が同じ

であること」に納得した。

このことは,子どものとらえ方について,示唆を与えてくれる。

「かどの形」といっても;かどの形だけを部分的にとらえている-のではなく,全体の一

部としか見ていないので,位置がちがうと形を比べることができないのである。

そこで,・∴教師がかどの形を実際に切りとって重ねて見せると,子ども達は,そこで初め

、て納得した。この時,「かどの形」に対する子ども達の見方は,二歩前途したと.考えられる。

ウ.用語「直線」の導入の仕方

本校で使用している教科書では,まず

初めに,・「直角」を指導し(右参照),そ

の後,「直角三角形」,「長方形と正方形」

の順に指導す1るように計画されていムる。

これに対し;「直角」というものに着目

しなければならない必然性や,「直角」字

いう用語の必要性を,もっともたせた'い

と考えた。

そこで,「長しかく」「ましかく」の性

質を調べることから始めて,、そめ過痕で,

かどの形に目を向けざるを得なくなった

ときに,用語「直角」を導入することに

1 . お りめを　 きちん と　 かさねて、かみ

を・ 4 つ に　 串 りましょう。

(図は省略)

2 ・おった　 か どに 二三角 じょうぎを　 ず

の ように　 か さねて　 み ましょう.。

(図は省略 )

. 4 つ に　 おって　 で きた 、か どの

ちよっかく
を、直角 と　 いいます。

した。しかし,教師の対応のまずさによって,この考えを十分に生かすことができなかっ

たが,Cl。の発言によって`,tかとめ形に焦点づけて考察することはできた。L

本事例の場合;「ましかく」や「長しかく」の性質を追求している途中で,~~直角さがLを

しているが,これは;・性質追求の道からそれることになるので問題が残る。

嘉一讐匡∃
工。中心を決める方法

は葦霊葦誓豊慧葦。「票霊芸芸言-「匹箋
生かして,「向かい合った項点と項点を結んだ線(対角線).で折る」

という折り方にも視点をあてていたならば,より豊かな学習にならたと反省している。

(原田正壮)

ー67　-



(2)操作的な活動を通してめあてをつか草せる「三角形」の指導(3年)

(D　学習のめあてをつかませるために

・算数科において操作活動を取り入れる意義は大きい。『小学校算数指導資料　指導計画の作成

と低学年の指導』(1980　文部省)では,それを次のように整理している。㊨概念,原理,法則

などの理解の助けとして用いる場合,㊤判断や説明の根拠として用いる場合,①問題を把握し

たり,解決の見通しを立てたりする場合,㊤性質や法則などを発見したり,発展的に考察した

りする場合,㊨興味を喚起し,持続しながら知識や技能の習得を図る場合,㊨操作活動そのも

のが学習内容になっている場合

これらは,それぞれ別の意義として存在するのではなく,相互に関連しあっているものであ

る。1つの観点のみを取り出して論を進めることはできないが,児童に学習のめあてをつかま

せるために操作的な活動を取り入れることの意義を兄い出すことはできる。例えば㊨に指摘さ

れているように興味を十分に喚起することができる。そして①や㊤から,解決の見通しを立て

させるとともに,発展的に考察する場合にも操作的な活動が有効である。これらのことは,学

習のめあてを児童にもたせ,学習課題を設定するためには,操作的な活動を取り入れることが

効果的であることを示していると解釈することができる。

そこで大切になってくることは,どのような活動の場を設定すればよいのかということであ

'る。この単元では,3種類の色棒を使い(10cmの色棒3本,8cmの色棒3本,4cmの色棒3本),

形づくりをするという操作的な活動を通して学習のねらいを設定させることを意図する。つま

り,与えられた9本のひごから3本を選び,それを使って形を作る場を通して,児童が「おや?」

「なるほど」「なぜだろう」と感じる事柄を整理して,学習課題を設定しようとするものであ

る。

②　学習計画を作成するに当たって

単元を構成するために,指

導者として次のような指導の

目標と計画を立てた。第二次

に二等辺三角形や正三角形を

理解させるとともにコンパス

を用いてかく技能を高めるこ

とを,第三次では,角の大き

さに着目させ二等辺三角形や正三角形の性質を調べさせることをねらいとしている。しかし第

二次,第三次の学習課題は,第一次の形づくりを通して,児童に設定させることを意図してい

るので,第一次の活動の深まりによっては変更されることも考えられる。指導者のねらいと児

童の学習のめあては,一致することが望ましい。そのためには,第一次に設定する場が「よい

問題場面」である必要がある。そこで,第一次の形づくりの授業がどのように展開されたかを,

学習の流れ・児童の反応・指導上の留意点に分けて記述していくことにする。

③　学習のめあてをつかませる授業の実際

学　 習　 の　 流　 れ 児　　 童　　 の　　 反　　 応 留　 意　 点

1. 色棒を 3 本使 って、いろい 1 . 3 本の色棒を使って作った形 をプ リン 0　 三角形を作 Zl

ろな形を作 る。 トに記録する。方法をO H P を利用 して 指示せずに、し1

。　配布 した色棒は次の通り。 説明す .ると、「簡単だ。」「お もしろそう んな形を作 らゼ

(慧 霊 霊 C- ) だ。」と言いながら、す ぐに作業 を開始 し ようにした。

た。方法は全員が理解 している。 0　 色棒を使って
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。操作時間を10分間に制限

して形づくりをする。

〇二°　三角形にならない場合も

1つの形として記録するよ

1-うに指示する。

ヽ

2.どのような形ができたか発

・表する。

0　′形をあらかじめかいてお

・いたカ∵ドを準備しておき、

.児童の発表にあわせて軍板

に貼布する。

oI発表された順に言埠①∵

⑲を記入する。

。　同じ種類の色棒を使って

、作った形は、向きが違っそ

いても同じ形として1つの

記号でまとめる。

0　⑨や⑳の形については、

「三角形を作ろうとして失

敗した。」と言いながら発表

したが、1つの形として認

めて記号をうった。

3∴できた形をも七にして問題

づくりをする。

0「形を作り~ながら畢った

ことや、できた形を見て、

これから勉感するための問

題をみんなの力で作りまし

ょう。-」と発関して∴各自め

魂題をノートに記入するよ

うにす′るご

4.学習のまとめをする。

3∴ノ一斗に記録した中から、数名の児童

の考えた内容を聞く。

。l　赤い棒が3本では、どんな形ができ

るでしょう。

0　どうして三角形が作れなし-、ものかあ

るのでしょう。

0'赤、青、赤の色棒を使うと、どんな

・由ができますか。

0　いろいろな三角形をさがして、そあ

名前をお'ぼえたい。

?もっと形をつくってみたい0　など

4..日分たちの作った問題をもとに;一して、÷

次時からの学習計画がたてられるJことを

知る。

るので、どの色棒

を使ったかがわか

るよう、に∴∵色鉛筆

を使用して記録さ

せたb

?・向きにつし,、ての

指示はしていなか

ったので、同じ形

,の三角形でも違う

-種類と・.して発表さ

れたが、・「どの色

棒を使った,か。」と

一間い、丁赤1本、

青1本、緑1本」

をらば、⑧の形と

同じ,になるとして

学習を展開した。

同線に⑨も次の形

が発表されたが、

同七色棒を使った

ものとして扱った。

0.形づくりを通し

て感じたことや、

これから学習した

らこどを自由に記
!

述させた。その中

から数名の児童の

'考えを発表させる

ことによりJ今後

の学習ゐ方向に気

・hづ、かせるようにし

た'。

d　ノートを回収し

・児童の反応を分析

し、次時からの学

習課題を設定する

ことを説明した。
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④　指導後の考察

児童のノートを回収し,それを整理する

と右図のようになっていた。この中には⑳

や㊧のように面積に関連するものもあり,

⑲のように既にこの単元で学習する用語を

知っているものもある。面積については紹

介する程度にして深入りはさける。また既

に用語を知っている児童もいるが,指導に

当たっては用語が必要になってくる過程に

重点を置くので,用語が先に出てきた場合

は軽くふれる程度にしておく。

児童の反応は,大きく分けると　「なか

ま分けに関する問題」「辺や項点に関する問

題」「かどの形に関する問題」「形づくりに

関する問題」になる。そこで'

園　辺や項点(既習の内容)の数を整理

して三角形の条件を調べ,辺の長さか

ら三角形をいくつかのなかまに分けて

みよう。

圏　三角形には,直角三角形に

加えて正三角形と二等辺三角

形があることがわかった。

直角三角形と大きくちがう

ところは,「かどの形」なの

で,かどに着目して新しく学

習した三角形の性質を調べて

みようこ

匿]色棒を使って形をつくる方

法だけでなく,正三角形や二

等辺三角形を,はやく,そし

て美しくかく方法を見つけよ

っ。

という,3つの課題を設定するこ

とに決めて,次時からの学習計画

を児童に提案した。しかし,厨や

喝に関する問題意識は高くないの

で,図の活動の中で国につなぐ意

識を高め,園,国の活動を通して

圏につなぐ意識を高めるように指

導を工夫する必要がある。そこで,

第二次の導入では「同じなかまを

見つけよう」とカードに表して提

1.なかま分けに関する問題

①3本とも同じ長さの三角形をさがしなさい。

②同じ色棒の三角形はいくつありますか。

③3本とも同じ辺の三角形を何といいますか。

④2本だけ辺の長さが同じ形はどれですか。

⑤2つの辺が同じ三角形はいくつありますか

⑥2つの辺が同じ三角形を何といいますか。

0

⑦どれもちがう長さの辺の三角形はどれですか。〕

⑧どういう三角形がいくつありますか。

⑨三角形の名前をいいましょう。

⑲正三角形と二等辺三角形、に分けましょう。

㊥三角形の作れないものをさがしましょう。

⑲なぜ三角形ではないのでしょう。

⑲直角三角形をさがしなさい。

2.辺や頂点

⑲三角形には辺や項点がいくつありますか。

⑮三角形のまわりの長さを出しなさい。

3.かどの形

⑲1つの三角形からかどの大きさをしらべま

正三角形

二等辺三角形

三角形の条件

〕直角三角形・

㌣十⑲3つともかどの形が同じ三角形はどれですか。

4.形づくり

⑲いろいろな色棒で三角形を作りましょ

⑲三角定規を重ねて形を作りましょう。

5.その他

⑳1番大きい三角形はどれですか。

㊧広さをしらべましょう。

課題の設定と今後の学習計画

本単元では

取り扱わない

学　　　 習　　　 計　　　 画　　　 案

第

次

　　(

◎10種類の形を記入 したプ リントの配布。色棒 と同 じ色の着色。

◎問題づ くりから生まれた課題 をカー ドに して提示。

担 じなかまを見つけよう。】

〔匡 角形のかき方を知ろう0日 かどの形 を調べよう0 〕

◎ 「三角形には頂点がいくつあ りますか。辺がいくつありますか。.J

一一一→ 辺に着 目

◎ 「どんなのが三角形で, どんなのが三角形でないのですか。」

一一→ 弁別

◎ 「辺の長さを調べて, 作 った三角形 をなかま分けしましょう。」

・なかま分けの観点を明確 にする。一一一→ 集合の考え

② 用語の導入……二等辺三角形, 正三角形
時
間
扱

い
_ヽ一・′

・コンパスや もの さしを使って確かめる。一一→ 作図への伏線

・切 り抜いて, 辺の長さを確かめる。(折 る) -→ 角への伏線

◎課題カー ド匡 角形のかき方を知ろうol を提示する。

◎二等辺三角形のか き方を考えよう。

・色棒の動き　　　 ・コンノヾスを使って

◎正三角形 も同 じように考えてかけないだろうか。

第
◎課題カー ドlかどの形 を調べ よう。I を提示する。

◎三角形のできなかった三本の色棒 を操作 し, かどの形に着目させる

◎三角定規のか どの大きさを調べよう。

次
用語の導入……角, 角の頂点, 角の辺

角の大きさ……大きさくらべ (大きい順) い くつ分

③ ◎二等辺三角形 ・正三角形の角の大きさを調べ よう。

◎ 2 枚の三角定規を痩 って形を作ろう。

第
匹I
◎学習内容のまとめ と評価

次
② ◎学習方法の確認
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示したが,「三角形のかき方を知ろ

う」と「かどの形を調べよう」に

ついてはそれぞれの学習の終末段

階で,学習のめあてを設定する時

間をとっそ決めた。

それぞれの授業における学習の`

めあては,表中に記してあろよ.う

に設定された。第1時の「形づく

りをしよう」は教師の'設定した場

面づくりの中で決め「第2時のめ

あては問題づくりを通して教師の

方から提示したが,第3-時から第

6時までのめあては,前時の授業

の中から児童に決めさせるように】

留意した。

表は,A児の学習カードである。

情意面で「たのしい,ふつう,つ

まらない」,認知面では.「よくわか

った,.だいたいわかった,わから

ない所があった」に分けて授業後

に自己評価させたものである。気

づきに欄にはイわからない所があ

った人は,ど1土がわからなかった

'「∴三角形」の学習カ_-ド〔　A児l〕

学 習 の め あて ふ り返 っ て 気 、づ　 き

10

月

形づ くりをしよう。 盲　 ぢ　　 壽
たら .っ　　 と

】 】 l　 」一①

形づ くり棒大すき

だから, とてもよ

17 十一一一7-- の
いわ・わだ　わよ

くわかぅてたの、し
日 戸斥力、かい　かく

あら　った　つ
りな　たい　た

かった。

10
同 じなかまの三角

l l l l 0

「一一「一一一G)

見つけていくのが

月

18

日

形を見つけよう。 ノたのしかっセム

10
二等辺三角形やノ正

l l l　 一　O

. 「一・一9 - 「

コンパスをつかっ

月 三角形 をコンパえ て三角形カiで きる

19

日

を使ってかこう。 、ので, わ くわくし

てたの しかった。

10
三角 じょうぎのか

l　　l　　l　　l

「- -㊤　「

1 つめ角の何はい

月

21

日

どの形 を調べ よう かをしらべると,

いろんなことがわ

かった。　　 ヨ

10
二等辺三角形や正

J I　 -　 1　∈)

どことどこが合 う

月 三角形の角の大 き か しら下 るのがお

22

日

さを調べよう。 「-ベトー「 もしろかった。

10
21つの三角 じょう

1　 」-⊥-⊥」一①

どんな三角形がで

月 ぎを組み合わせて きるのか,,-とて も

24

日

形を作ろう。 「一一一「一一一・一0 わ くわくしてたの

しかった。

10
ふ くしゅうをしよ・

I　　l　　l　　′′Tl　　[

いろんな三角形が

月 つ。 かけるようになっ

25

日
「一一一一㊤　「 てよかった'。

かを,たのしいに印をつけた人は,

どんなことが楽しかった.かを書きなさ高。書くことのない人は書かなくていいです。」と指示し

た。例えば第2時の気づきの欄豆は,

三角形の指導における児童の反応

●一一一一4■よくわかった,

〇　　　〇たのしかった

上　　土はあま.あ乳か丈)を合む
ら

＼ヽ＼. h＼ヽ ＼、、 / ′ 1--、
＼ ＼
＼ / ＼ 子

＼
＼ /

1
形
づ
く
り

く
み
合
わ
せ

三
角
定
規
の
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ふ

く

し

ゆ

う

・はじめて名前がわかった。

・なかまをみつけるのに,見

・つけにくいめかあった。

・三角形に侶ちがいがあるこ

`とがわかった。・

・作った方が,見つけるより

も楽しいふ

といった反応があっ1た。`見つ

ける活動より作る'活動の方が

好きな児童がいることが,こ

め気づきカゝらこ理解できる。そ

。の児童は第3次の気づきでは,

「かいてみる・七おもしろかっ

一た。」と記していた。・1時間ご

との反応が少しずつ見えてく

-　るようである。、



学級全体の児童の反応を数値化してグラフにすると,前ページの図のようになった。このグ

ラフに表れた児童の反応だけで,この単元の指導全体を評価することはできないがこのグラフ

に表れたことから,授業を考察することはできる。その観点から,操作的な活動を通してめあ

てをつかませること,を意図して構成した「三角形」の指導について考察する。

先ず,楽しかったと反応した児童が多かった授業は,「色棒を使った形づくり」「コンパスを

使った作図」「2枚の三角定規を組み合わせての形づくり」という内容である。三角形の名称や
°　　°

角の用語を知らせるという学習と比べて,具体的なものを使う学習に興味を示す児童が多く,

その授業の方が僅かではあるが,よくわかったと反応した児童が多い。この傾向は,低学年に

なるほど顕著だと思われるので,この特性を生かした指導法を工夫する必要がある。

次に,楽しかったと反応した数値のばらつきと,よくわかったと反応した数値のばらつきの

違いに着目したい。楽しいと反応した児童は,

最も高い数値と最も低い数値の間に46%もの

違いがある。これは,学級の児童の約半数に

当たる。前述したように,色棒,コンパスと
°　　°

いったものによって左右されることが大きい

ことを示している。それに対して,.よくわか

ったと反応した児童のその差は19%である。

楽しいと反応

した児童

よくわかった

反応した児

(A )最 も高い数値 73 % 89 %

(B )最 も低い数値 27 % 70 %

(A ) - (B )の数値 46 % 19%

第 1 時～第 7 時の平均 55 % 78 %

人数にすると7名である。これは,それぞれの時間のめあてがはっきりしていたからではない

かと解釈している。学習のめあてを明確にすることは,児童にも好結果をもたらすだけでなく,

指導者に対しても学習のねらいをはっきりさせて授業に臨めるという利点をもたらすことも見

逃すことはできない。

しかし,「わからない所がある」に印をつけた児童がいることに留意しなければならない。第

1時から第7時までに(3,2,1,1,2,2,1)と延べ12名の児童が印をつけている。

気づきの欄に記入している事柄や,机間巡視,また授業後の個別指導などにより,その合図に

応えていく努力を怠ってはならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(西村　究)

(3)問題づくりを通しためあてづくりの指導(5年)

①.学習のめあて意識を育てるために

学習のめあて意識を育てる方途は,いくつか考えられる。意図的な学習場面を設定し,そこ

から学習のめあてを子ども達自身につくらせる方法や,子ども達が学習したいと思う事柄を列

挙させ,それを教師がまとめて提示する方法なども,学習のめあて意識を育てる指導法の一つ

である。

ここでは,問題づくりを学習のめあてづくりに生かそうと意図した事例である。一般に,作

間指導は,ある事柄を学習した後で,一層理解を深めるためにとられることが多い。例えば,

低学年において,たし算やひき算が適用される。問題場面の学習を終えて,「あわせて」とか「`ち

がいは」などの用語を用いて作間させる場合や,中学年などで,ことばの式に適する問題づく

りをさせるなどがその例と考えられる。このような扱いは,それぞれに意味がある。しかし,

このような扱いでは,学習のまとめとしてのめあてづくりには効果があるだろうが,学習を発

展的に構成していく上からは,必ずしも適しているとはいえない。そこで,ある特定場面を設

定し,そこで学習した事柄をもとにして,自由に問題づくりをさせる。子ども達が作った問題

の内容と教師の描く指導のねらいをよく検討し,問題のグループ化を図る。グループ化した問

題の中から代表的な問題をとり上げト学習のめあてと学習の順序を決定していく。その際,子
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どもが作る問題であ、るから;.そのまま授業で扱え・る場合:もあるが,・そうでなし-場合も生▼じる。

従って,嶺小限度の修正は1必要になっ:てく畠。その場合も,激の修産程度に'とどめ,問題のア

イデアは生かすように`したい。

問題づくりを学資のめあてづくりに活用するよさね;友達の作った問題を鰍くこと人の楽し

さと自分の作った問題が登場する嬉しさを味わわせることができるごとであ'ンる。この上とは,

・授業において,子ども達の興味・一関心が喚起され,・学習への意欲化が図られることがつなかり,

指導の効果も期待できる。

②　指導ゐ計画と事例の位置づけ

小学校指導書算数編(文部省著作権所有)に,二二つの量の割合でとらえ'られる数量という項

目や次のよう▼に記載きれている。1

「～そのよう.な量の存在を,できるだけ子ども自身が見ろけだすようにしたいものである。具体

的な場面を用意して,長さや重さのような量と対比させをから十引き出すようにするこ、とが望

まれる。例えば,砂糖水の濃さは,溶かした砂痛め重さだけでは比べることができず,どれだ

けの水にどれだけの砂糖を浴かし.たかが分からなければ比べられないことや;運動場がゆった

り・.しているかどうかは,運動場の面積と全体の児童の人数とを組み合わせなければきめられな

いことなどを,道のり比べや体畢比び_と対比させながら気づカ;せるのである∴～」

文中に書かれているように,でき'るだけ子ども自身の問題となるまう`に配慮し,①ゼ述べた

事柄を生かして,1次のよう~な指導の計画をたてた。
l

第一次T1時間)

2づの事柄め'くらべ方　廊こまらた種の、こみぐあい　　　`、

第二次(2時間)

単位童当たりの大きさ

第三次(4時間)

速さ

第四次(~2時間)

まノとめと練習

人口密度

収穫高

速さの表し方;

速さ,時間,道の.りの関係

既習事項の-まとめと定着化

←児童の反応によって変更す

るtことがある。

以下の事例は,第一次と第二次の学習計画の確認の段階までである。

(郭ノ指導の実際

l授業開始後すぐ∴右の図のような,f

㊨,㊤2枚の図を1黒板に貼付するd51

何の学習をする・んだろうという不

審そうな顔や,○の数を目で追って

いる子ども'の姿が現れる。

そこ一で,・次のような発間をするム

「この㊨,㊤2つの図は,∴畑に種

㊨

m

○　 ○ ~　 〇　 〇　 〇

' 〇 一　〇　　 〇　　 〇 ・・・ 〇 ・

0 . 0　 0 -L. 0　 p、0

〇　　 〇　　 〇　　 ○　　 ○

6 m

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

ノ

.

b
 
O
 
b
　
〇
　
〇
　
〇

〇
　
〇
.
〇
　
〇
　
〇
　
〇

を'まいたところです言(.図を指しなが.ら)これが畑で,これがま1いた種です。、どちらの畑がこみ

合ってまいてあるか調べたいのですが,どのようにして調べたらいいでしょう.か。」と質問す
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る。子ども同志のやりとりの中から,バスの中で混み合っている状態と同じで,種にとって窮

屈で,ゆったりしていないことで納得する。

発間に対して,すぐ挙手をはじめたが,制止して,自分の考えをノートに書くように指示し,

本時のめあてとして,次のように板書する。

こみ合ってまいてあるのは, どの畑 ?

机間巡視をしたところ,一つの方法を書いて終わったような態度を示している子どもがいた

ため「一つの方法で調べたら,ちがった方法をみつけて調べてごらん。」と助言する。

考えながら書く活動が続く。

8分程度経過したところで,結果の発表に移る。

T.「どうして調べたか調べ方を発表してください。」

C.「面積を同じにして調べました。」

T.「面積が同じときは,どうなっているとこみ合っているの。」

C.「面積が同じときは,種の数が(ちょっと考えて)多い方がこみ合っています。」

子ども達,同感の意志表示をする。

「面積を同じにする」と板書する。

T.「こういう方法で調べた人」

挙手多教

T.「どういうふうに計算したか発表してもらいましょう。」

C・「㊨は・20÷18=1寺で,㊤は,′18÷16=1‡・通分する`と,1芸,1芸で,由の方が大

きくなります。」

C.「だから,㊤がこみあっています。」

T.「結果は,わかりましたが,この場合は,面積をいくらにしたの」

挙手数人。そこで,20÷18というのは,何が求められるかを考えさせ,、1m鴻たりの種の

数であることを確認する。

C.「18と16の最小公倍数が144だから,面積を144mzにしてくらべました。」

C.「ぼくも同じです。144mzにすると,㊨は,20×8=160,㊤は,18×9=162で,㊤の方が

多くなります。」

同じ考えの子どもが多い。そこで,最小公倍数以外のときではくらべられないかどうかと

問う。面積を同じにすればいいのだから,公倍数であればくらべられることを確認する。

続いて,違った調べ方に移る。

C.「種の数を同じにしてもくらべられます。」

「種の数を同じにする」と板書する。

広さを種の数でわると1粒の種の広さが求められることから,次のような計算を発表する。

C・「18÷20=孟・16÷18〒昔　㊨孟霊,㊤昔一禁」
C.「㊨の方が広いからゆったりしているので,㊤の方がこみ合っていることになります。」

種の数を同じにする場合も,20と18の公倍数をみつけて計算すればよいという発言があり,

実際に計算して確認する。

T.「まだありますか。」

C.「みてくらべます。」

ええっという声

一　74　-



C.ナ_「この間題では,-∴ちょうとよくないのですが,L、広くて数が少なければ,・こんでな.いことがわ

かります。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

「・あたりまえよ。」という声がある。「?の大切兢調下方であることを補説してお・く。

T.「さあ,いろいろな調べ方がでましたが,どの方法が簡単でまちがいが少ないでしょう。」

C.「面積を1m2にする方法。」

C.「1粒でもいいと思います。」

C∴「まとめると、`単位量でくらべるのが高一という,ことになります。:」_

単位量とは何かという・質問がでる言子ども達同志で,~教科書を活用したり∴七て解決する。

T.「この問題のように,くらべる2つ'のものが違う問題を作る・ことはできませんか。-だれかで

きたら発表してください。」 、1ぎ　　　　ーl

C.「3個で100円の品物と4個で120円の品物は,・`どちらが高いでしょう云」..

いい問題であると賞讃する。挙手がふえる。みん.なで問題をつ′くらて,その間題を解いて

みようと投げかけ,用紙を配布して;問題こブぐりに5分程度とり,本時のま七,めを行う。

用紙を回収するぷ　問題は,教師の方で分類し,学習計画作成の資粗とするム

次時の扱いについては,ここでは省略し,授業の考察の中でふれる㍉.

④　授業の考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`

最初に提示した㊨と㊤の図は,次のようになっている。

㊨,18m2の畑に,20粒の種がまかれている。

㊤,16m2の畑に,18粒の種がまかれている。′

この間題を用いて,「・こみ合ってまいているの_は,どの畑?」という学習のめあてを設定した。

㊨は,㊤より面積も広くまいた種の数も多い。図を見ただけでは,はっきり亭えそう〕こない。
l

しかし,子ども達は,全々わからなくて,どうしようもないという反応は示さなからた。むし

ろ,できそうだ,やってみようという雰囲気であった。

子ど.も達が,調べ方としであげた数は,弟の表の通りである。t3`
J

通りや4通り`の方法として示してい'る子どもの中には,面積を呵七

にしてくらべる方法ではあるカ『1mzと144牢をちがったものとして

あげているものか多いこいずれたせよ;すべての子どもが取サ組む`

ことができたと判断できる。

めあての条件に照らして考察を.加えてみよう。(1)の琴味・関心の面では,できネうだ,まて
、

よという心め動きか学習への意欲を高める..ごとカ†でき万と考えられる。(2)の実質活と.の関連に

おらては問題場面が現実的で,学級園や鉢などに種をまし'一七経珍などに、も密接な関連があり,

親近感を覚えたようである。(3)の数学的な考え方に?いては言比較の方法を考える幸ころに大

きな意味がある。(4)の解決方法や解決水準について,~は,子ども達が調べ王政からも,.その解き
I

方か.らも明らかである。(5)に?いては場面障成に発屁性が認め云れる。佃の基礎・巻本につい

ては,土の問題から派生する内容を検討すれば,当癖あことである。

以上の事から,授業のはじめに提要した学習のめあては,適切であらたと考.えられる。

解決`しそいく過轟の中で∴ニー方を同七にしてくらべればよいという考え一方は,:十分理解でき

た、七考惹ら五る・。強導の実際の記述でも明らかな、よう一に,次のような調べ方が示されているか

らである。

○　面積を同じにして,種の数でくらべる。

面積1mz・㊨20÷18=昔　㊤ 18÷16=昔
面積144m2　　㊨　20×8=160　　㊤18×9=162
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○誓芸警孟同じに志て18票憲べる這16÷18=昔　佑>昔)
180粒の種　　㊨18×9=162　　㊤16×10=160　　(162>160)-

これらの反応から,畑の広さも種の数もちがう2つの量をくらべるときは,広さを同じにす

るか種の数を同じにするかすればよいことは理解できたと考えられる。しかし,この間題のみ

の理解では不十分である。なぜならば;異種の二量で表される問題の解法につながらなければ

ならないからである。問題づくりがその様子を表している。

問題づくりに対する子ども達の反応は,意外にはやかった。子どもの発表が参考例となった

のではあろうが,作間に大きな抵抗は感じなかった。

右の表は,子ども達が作った問題の数をまとめたものである。

同種類の問題を含んではいるが,全々問題づくりができなかった

子どもはいない。このことから,授業のはじめに提示した問題のみ

の解法を理解しただけでなく,問題場面も理解したと考えることが

できよう。

作 間 1 ::i

作 問 2 7

作 ・間 3 1 3

作 問 4 8

作 間 5 7

名

名

名

名

名

問題づくりを終えた段階で,次のような子どもの反応がある。

O「今日は,くらべ方について学習しました。くらべるものが2つともちがうものを比べる

ときは,片方を同じにしてから比べることがわかりました。例えば,畑の問題では,面積

を同じにして考えたり,・種の数をいっしょにするということです。くらべ方の学習は,お

もしろいなと思いました。～」

O「私は,種1つあたりの面積の出し方しかないと思ったけれど,1mzあたりの面積の種の

数でやるやり方もあることがわかった。私は,1個しかやり方がないと思ったらそのまま

なので,もっといろいろ考えなければならないと思った。～」

O「解き方がじゅうぶんわかった。なんだか割合の問題ににているような気がする。問題を

解くのもおもしろいが,つくるのもおもしろかった。みんなが作った問題を,どんどん解

いていきたい。」

殆んどの子ど'も'が,作問の楽しさとみんなが作った問題を解きたいと反応している。

子ども達の作った問題を分類すると次のようになる。この表と上記の表の総数に若干の違い

㊦量 と値段 個数と値段

長さと値段

40間

2間 単位量あた

かさと値段

重さと値段

2開

2間
B

りの比較

収穫高⑦広 さと個数 広 さと個数 5問
C

広 さと人数 2間 人口密薗

D

E

F

㊦時間と個数 時間とできる個数

時間とページ数

時間と水の量

時間と回数

16間

4間

6間

5間

仕事の速さ

燃費

速 さ

㊤かさと長さ 燃料と走る道の り 3間

㊥時間と長さ 時間と道の り

時間と長さ

22間

6間

㊥回数と個数 のベ 1開
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がある。これは,左の分類に

適さないために削除したため

である。

学習計画をたてるため,子

ども達の作った問題の中から

20間を選んで,左の㊦から㊥

に分解させた。その際,㊥の

問題は本単元からは除外した。

分類したあと,教科書(学校

図書)との対比を行った。A

からFがそれである。自分達・

の作った問題を中心に扱いな

がら,教科書の流れにそった

計画をたてることが望ましい

という意見で,A→C→B→



E→D→Fの順に進めることになった。実際に要した時間▼.は,指導計画と・A,.CとB,∴EとD
/l

で各々1`時間ずつ,Fに3時間,一はじめとまとめの時数を加えて総計9時間であった。各授業

の学習のめあてが明らかで,Lや_も,・みん、なか作った問題が登場してきたため子ども達の取り

組みは意欲的であっ・た。

まとめの前のチビも、の感想に,次のような文があrる。l

「tかんたんな問題をつやっている人や複雑な問題を作っ_ている人がいたむみんなが作った問

題をやるのは,とてもおもしろい。まだでて.いない数人の人の問題`もはや{やってみたい。も

っと違った学習の時もこのような形でやると,みんなもやる,気になると思う_。この方法は,お

1もしろい。」__

残った画題ねまとめの段階で活用し・た。

(4)1号習のめあてづ:く:りを育てる∵「メートル法」の指導(6年)

①　r学習のめあてづくりを育てるために

(本田　横)

ア・_メートル法の指導にあたって

くメートル法の特徴〉

・ア　同種の単位の間の関係が十進法になって:いる1与とつ基本単位と補助単位)。r

メ一斗ル法では,ある基本の単位から補助単位を作る七き′,畢本単位を1p倍,100倍……

志倍,志倍ご…‥にす尋のを原町していを。巻本単位七郊助単位をこのよう辟進法で組
み立てることによって,

○測定値の計算が整猫,小数の計算と同上・よう.にでき-る。r

一〇単位の換算は小数点の移動だけで間に合う。

などの利点が生じてくる牢、ちであるd

イ　補助単位の記号や呼び名串ヾ,∵良ぎ・重さ・、容積などで共通している。

基本単位牟ゞあって.,その前に,′Kイキロ)阜?け・多と1000倍,一h(で＼クト).は100倍,d

a(デがは10倍,m(ミリ)は志倍,C(センチ)は志倍,キ{デシ)-は如。
ウ　面埠,体積などの判封享,′・長さの単位を基にして考えられ.ている与と(基本単位と誘導

位)。

基本単位と補助単位の関係が十進法になってし?_る時と同様に,この場合も,_面積や体積

の計算が非常に能率よく,簡単にできることの利点のためである。

く子どものつまずき〉

この単元で扱う量の単位み多くは,五年までに学習したものであ`り,充分に理解されて

一いるはずのものである。しか_し,単位換算なき_についてはあい甘いな理解で終わっている

'ことガ多い。それは次のよう.・な~点であ'る。-

.ア・.面積や体積の単位の関係を,長さの関係と浪岡・してしまう誤り。

ィ、aや垣とm2,11やdlとcm3の祁互関係がよ(・・わからな・レi。

`、ウ　小さい単位で表現されてし'-る量を大きし、-単位で表現するとき`,小数点の位置を正しく決

-,定できない'。

・エ　児童の実感から離れる単位,?奉り社会産活では用いられてい′る畠,.ba,ml,tなどの理

・解力が劣っている。・・,

イ・学習のめあて設定のために

こ▼の才十.トル法の指導では,学習のめあてを設定していくために,次の三つの点を大宅別こし

て,、.児童に学習のめあてづくりをさせたい。
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く児童の実生活に関連を持たせる。〉

前述の子どものつまずきア,ィ,ウの原因は,量感を充分に持っていないことと,長さと

面積,体積との関係が推察できる単位となっていないのである。ややもすると量感のないま

ま単位の関係をとらえさせ,それを記憶させがちである。だから,できるだけ児童の実生活

に関連を持たせ,具体的操作や具体物の大きさを想像させ,量感を育てることが大切になる。

また,つまずきアのような児童は長さについてはよく理解しているのだから,面積や体積

は正方形や立方体で定義されていることを充分に理解させ,実生活の中での大きさとして把

握させ,必ずしも単位の相互関係を一つひとつ記憶しなくてもよいことを理解させる必要も

ある。このことより,つまずきエの理解力も高まってくるであろうし,メートル法の特徴を

充分に把握させることで,より強固なものになるであろう。

く数学的な考え方を養わせる。〉

表を与えて空欄に単位を書き込ませたりして,新しい単位を単に記憶しても,それだけで

は無意味である。また,単位換算に終始したりしては,本単元のねらいを達成することはで

きない。既習の単位を基にして,分類・整理していく中で,同種の量の単位間を子ども自ら

が順序付け,異種の量の単位間を対応付けしながら表を作成していき,体系化し,構造化す

るような指導でなければならない。分類・整理する中での順序付けや対応付けの過程で,前

述のメートル法の特徴ア・イを子ども自らが作り出し,発見するような指導でありたい。

そして,この単元での新しい単収の提示がメートル法の仕組みをより明確にしていくよう

な指導でありたいものである。

く発展的なめあてづくりをさせる。〉

○　単元の導入が工夫されたものであること。

この単元ではおおよそどんな学習をするのか,児童はどんなことを学習したいのかをは

っきり把握するのに,単元の導入を工夫する必要がある。児童が学習したいと考えている

ことをつかみ,これを分析することによって,単元の目標達成のための切り込み口を見つ

け,そこから次々と学習のめあてづくりができ,学習が完成するようにしたい。

○　新しい学習のめあてを生み出すものであること。

一つの学習のめあてが解決されると,その学習の中より,次の学習のめあてが生み出さ

れるような単元の構成も大事になる。六つの教科書を比較してみると,単元の構成の仕方

には,次の二つのパターンがある。

回
　
-
　
四
社

1 長さ ・面積の単位

2 体積の単位

3 重さの単位

4 メー トル法の しくみ

回
　
-
　
二
社

1 メー トル法の しくみ

2 面積の単位

3 体積の単位

4 重 さの単位

A・Bどちらの単元構成にするかによって,新しい学習のめあてづくりが容易な場合とそ

うでない場合が考えられるようだ。

②　指導の位置づけ

ア　単元の目標

①　メートル法の単元について,既習の理解をまとめさせる。

②　メートル法の単元のしくみについて理解させる。

③　長さの単位と,面積・体積の単位の関係を知らせる。

④　重さの単位と単位体積の水の重さの関係を知らせる。
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⑤　広さの単位a,ha,かさの単位ml,kl,重さの単位mg,tの意味を理解させ,使うことが

できるよう・にする;

⑥　メ.-・トル法の単位.を,測定に有効に使うことができるようにする。

イ　単元の指導計画(児童につくらせたい学由のめあてを含む訂

前述のBのパターンで指導する。しかし　二つの教科書ともに補助単位の発見に無理があり

新出単位の必要性もないし,量感も感じさせないので,・改良を加えてみたd

中り単 元 目　　　 標 学 ・・ 習 .　 活　　 動 学　 習 .の　 め　 あ　 て

メ「 トル法 ro メ ー トル法の単位 0 既 習の単位の理解 をまとめ 0 既 習の単位 を整理 ・分

の単位 の しくみについて ∴学習のね らいを考 える。

0 補助単位 を発見 し, し くみ

類 し, 学 習のめあてを

4 時 間

T

理解 される。 ・作 ろう。

0 既 習の単位 に きま りは

を考 える。 (a ,.lh a )

0.誘導 単位 を調べ る。

ないか調べ よう。

0 10倍 , 10倍 ・.… ‥になっ

ている'か 。

0 長 さの単位 と両横 ・体

積の単位の関係 を調べ

よう。

体積 の単位 0-m l, k lを知 り, 体 0 体積の単位m l, k lを知 り, 0.新 しい体積 の単位 を調

2 時 間 積 の単位 をまとめ メー トル法の しくみに合 っ べ よう。

させ る。 ているか調べ る。

重 さの単位 o m g , t を 知 り, 重 0 重 さの単位m g , t を知 り__, 0 新 しい重 さの単位 を調

2 時 間 さの単位 をまとめ しくみについて調べ る。 ベ よう。

させ る。 0 水 の体積 と重 さの関係 を調 0 実 際場面で考 えてみ よ

ベ る。 つ一。

単位 を変え 0 単位換算尺 を作 っ 0 単仕換算の練習 をす る。

。換算尺 を作 ろう。て表 そう

2 時 画

て換算 させ る。 0 単位の換算尺 を使 って, 単

位換算 をす る。

まとめ . ; 自由研完の魂表 を 0 各 自の研究 を発表 し合 い, 0 研 究発表 をしよう。

2 時 間 し, ま とめ る。 話 し合 う。

③　指導の実際

ア　第一次第1時の反応

既習の単位を発表し「分類・整理したものから,「単位で学習したいこと」を各自に書かせプ

リントに整理したが,ここそは紙面の都合でまとめて書く。

囲　単位の成立に関するもの

0どんなきっかけで,だれ

が作ったのか。

0いつ頃から使われたか。

0どこの国が発明したか。

0世界はなぜ同じ記号か。

0それぞれの単位にはどん

な由来があるか。

(イ)単位の意味に関するもの

0それぞれの単位はどのよ

うな意味を持つか。

0なぜ,いろいろな記号が

あるのか。

0等号で結べることのでき

る単位を見つける。
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(ザ　単位の種類に関するもの

〇一番大きい単位と一番小さ

い単位を知りたい。

0他にどんな単位があるか。

0多くの単位を集めて,イ中間

分けしたい。

p日本で使われるようになっ

たのはいつか云



イ　第一次第2時の流れ

前述の学習したいこ・とのまとめより,自由研

究を決め,学習をしたいことはどれで,質問し

たいことはすることで,学習を開始。

km , m , 皿 は10 00倍 ずつになっている

が, cm は なぜ ち ゅうとはんばにあるのか。

の意味がわからない。

ノC2

1000倍 1000倍

1000倍,1000倍というきまりならわかるが

途中にcmが入っていてすっきりしない。

というきまりになって,す?きりしているよ。

T　単位の間にきまりがありそうだね。下の写

真から見つけてみよう。(黒板にカード)

C′　(しっかり考えているが)反応なし。

T　では,上の写真とmとkJn,gとkgだけを取

り出して考えてみなさい。

C。質問ですが,文字は分けてもいいですか。

T　質問の意味をみんなにわかるようにくわし

く説明してください。

C4　kmであればKとmに分けてよいかというこ

とです。

1区匝=1000mで,1匿】g=1000gです。み

なさん,いいですか。

C　ハイ

C。そうすると,mとgは違うが,Kは1000を

表していると思うのです。

T　おもしろいことを見つけましたね。

C5　はっきりはわかりませんが,C4さんのよう

。霊鵠譜箭霊と思い
ます。

T C4さんの考え方の表現を変えることはで

きませんか。

C7　C4さんはmや1やgを基にした表現です

が
10倍　　10倍　　10倍

と表現していいと思います。

T　では,dm・Cl・ml・dg・Cg・mgという単

位はあってもよいことになりますね。

ね。

C　いいです。

T　でも,mg・mlは問いたことはあるが,他

の単位はないですよ。

C8　前時に出た,生活上では使われなくなった

のではないかな。

T　次時は何を学習のめあてにしましょうか。

C　大きい方の単位Kの方も,10倍ずづになっ

ているかを学習したらよい。

④　指導の考察

(1)児童の実生活に関連を持たせたことについては,量感を持たせるために身の周りの物を利用

したり,動作化によって,また,メートル法の特徴を論理的に発見させることで,面積・体積

について問題はなかった。しかし,重さの指導で,理屈では理解できたようだが,感覚として

の把握が不充分であった。時間にゆとりがあれば,体験的な活動が必要に感じられた。

実生活との関連で,感覚的につかんだことと,基本的な約束ごとを理解していれば,単位の

相互関係を一つひとつ記憶しなくても,自分の力で作りだせるという自覚をもたせたことは成

功であった。例えば,1aは教室の広さぐらいであるとつかみ,面積は正方形で約束する。こ

の二つのことにより,1辺が10mの広さが1aであることが作り出せ,l a=100mzであるとす

るのである。

(2)数学的な考え方を養わせるということでは,前述の第一次第2時の流れを見てもわかるよう
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に,補助単位のしくミみを自分達で見つけていって,十進法　写真①

の構造を持つことまで見つけているも教材め切り込み方し

一たりでは,-_考えなくてもよいこレとを示している.。

(3)発展的なめあてづくりでは,単元構成よりうまくいった

ように思う。学習が終了すると,次のめあてづくりが比較

l・・的簡単にできた。布き詰まっても,単元の導入時の学習_し

たことのまとのがあったので,これを基につくり出すこと

ができ・た言だ串ゞ,単元の導入時に近い学習時間ほど,学習

!のめあてづくりが困難で,終わりに近いほど簡単だった。

写真①・②のよう.に自由研究をしたり,換算尺を作った

り変化があって興味深く指導できた。単元の最後のまとめ

は写真③となった。　　　　　　　　(神安　博之)・

4.今後の課題

(1)子どもと共に創るめあて

無関心,無感動,無気力といわれる。「方では,小学生の塾通いが年々向上し,塾へ行って教え

てもらえば学力がつくと.いった考えもある。受け身であ,り消極的であ・る。生きて働く学力を培うた

めには,子ども達の意欲に支えられた目的意識の強い学習やヾ望ま・れる。学習のめあてづくサは,生

きて働く学力を育てる面から,極めて重要な事である。それだけに,学習のめあてそのものの追求

が要求される。子ども達の実態と指導のねらいをよく分析し,チビも達にとってより適切なめあて

の設定に教師と子どもが一体となって取り組む必要があろう。

(2)授業における場の翠定

子ども達が,生き生きと活動し確かな学力を身につけていくためには,授業における場の設定を

研究する必要がある。導入,展開,整理と続く授業の中でも,授業と授業をつなぐ際にも,一教師の

行き届いた場づく・りが大事である。拇導のね_らいに応じた場の設定は,`子ども適の学習意欲と密接

に関連している。めあてを設定する段階,めあてを追求する段階,新たなめあてへ七発展する段階

等それぞれに適した場づくりは,子ゼもの学習意欲を駆り立てることになる。

(3)数学的な考え方の育成・

時代の進歩は,~子ども達の生活をかえていく。記憶・処理能力に抜群の威力を発揮す.るコンピュ

ータが,・lどんどん生活に入り込んできている。.子ども達の頭は柔かぐ受け入れる能力に優れて。いる。

このような時であるだけに,基礎的基本的事項の精選と,これらを学習して,いく過程で,数学的な

考え方を育てていく授業づくりが大事である。次の時代をよりよくしていくためには,思考活動を

豊かにし,考えることの楽しさを味わわせる努力が必要であろう。　　　　　　　∴(本田　　積)
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